














要約 川崎病のガンマ・グロブリン療法に関して全国384 施設にアンケート調査をおこなっ

たところ119施設より3,442例の使用例が報告された。冠状動脈瘤は9.4%に出現しており,

従来の治療法に比べ低値であったが,巨大冠状動脈瘤は完全には防止できていなかった。発

熱,ショック,浮腫などの副反応が 2.7%に認められている。9例の死亡例があった。ガンマ・

グロブリン療法の適応,用量,方法はさまざまでその基準化が望まれる。 


